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水源地域ビジョンの策定
■目標 　◎ダムを活かした水源地域の自立的・
 　　持続的な活性化
 　◎流域内の連携と交流

■内容 ◎連携によるハード整備・ソフト対策
 　◎水を軸にした地域間交流の促進
 　◎地場産業の振興
 　◎豊かな自然・文化の提供　等

■手法 ◎地方整備局による総合調整・支援
 　◎人づくり、関係者の意識の向上
 　◎相談窓口
 　◎情報発信　等
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治　水 ①連携によるハード整備（公園の整備） ②ダムの開放（地域に開かれたダム）

③ダム湖の利活用促進 ④体験学習

⑤イベント（観光客の増加） ⑥地場産業の育成

利　水

カヌー体験（漢那ダム、沖縄総合事務局） マラソン大会（八田原ダム、中国地方整備局）
は っ た ば ら

早明浦湖水まつり（早明浦ダム、水資源機構） ダム1日管理所長＜放流操作の説明＞
（寒河江ダム 、東北地方整備局）
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■宮ヶ瀬ダムの水源地活性化動向
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②　ダムを利用したイベントの実施

　水源地域では、ダムを利用して、さまざまなイベントが実施され、地域の振興が図られるとともに、水源地域と
下流の受益地域の交流促進にも役立っています。

①　水源地域ビジョン

○水源地域ビジョンとは
　２１世紀のダム事業・ダム管理においては、水源地域の自立的、持続的な活性化を図り、水循環等に果たす水源地域
の機能を維持するとともに、自然豊かな水辺環境や伝統的な文化資産等を国民が広く利用できるよう、ハード、ソフト
両面の総合的な整備を実施し、バランスのとれた流域の発展を図ることが期待されています。
　このため、平成１３年度から国土交通省所管の直轄ダム及び独立行政法人水資源機構ダムについて、ダムごとに、水
源地域の自治体等と共同でダムを活かした水源地域の自立的、持続的な活性化のための行動計画「水源地域ビジョン」
を策定・推進しています。
　水源地域ビジョンでは、ダム湖周辺の豊かな水辺と緑を活かした公園整備等地域の特色とダムを活かした連携によるハー
ド整備・ソフト対策や水を軸にした地域間交流、地場産業の振興、豊かな自然・文化の提供等を行うこととしています。

○対象ダム
　「水源地域ビジョン」を策定することとなるダムは、国土交通省所管の直轄ダム、水資源機構を対象とし、管理ダムに
ついては、おおむね5年以内に水源地域ビジョンを策定する計画となります。なお、建設中のダムについては、管理ダ
ムに移行するまでに策定することとなります。
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